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研究成果の概要：本研究では，Ｗｅｂニュース記事の特性ならびにユーザのもつ複数の利用特

性の抽出を実現し，ユーザの特徴に基づいた柔軟な記事カテゴリの生成と分類，およびユーザ

の使い易いインタフェースを提供し，個人の利用特性に適応した仮想的なニュースのポータル

サイトの構築を行った．
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１．研究開始当初の背景
近年，Web 情報の指数関数的増加は留まると

ころを知らず，我々は日々それらの溢れる情
報の中から必要な情報の検索に明け暮れて
いる．このような中，Web における情報融合
技術は私たちの生活に深く浸透しつつある．
例えば，普段目にしている google や yahoo!
などの検索サイトはもちろんのこと，ニュー
スや旅行などのポータルサイトにおいて，各
Web サイト内の多くの情報をユーザへ分かり
易く提供するための情報融合技術はなくて
はならない技術となっている．このように情
報融合技術が急速に我々の生活にとって必

要不可欠なものとなるのに伴い，複数の Web
サイトから自律的に情報を収集し，収集した
情報を統合し提供する研究も近年著しく進
歩している．その結果，分散している同一の
テーマに関する情報に対して，複数の Web サ
イトへいちいちアクセスする必要がなくな
り，面倒な Web サイトの検索やアクセスとい
った操作が不要になってきている．しかしな
がら，収集された情報量は膨大なため，それ
らの情報をユーザの立場にたって効果的に
分類して提供できる，統合手法の確立は大き
な課題となっていた．
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２．研究の目的
本研究の目的は，既存の情報統合技術が抱

えている問題点である，収集した膨大な情報
の柔軟な分類が困難であること，分類・統合
した情報の効果的な提供方法が確立されて
いないこと，の解決を目指す．特に，本研究
ではニュースサイトをターゲットとする．既
存のニュース記事の情報分類では，特定のカ
テゴリを設定しており，収集した個々の Web
ページの記事から単語を抽出し，抽出した単
語を用いてページの特徴を算出し，特徴間の
類似度を測ることで記事を各カテゴリへ分
類する．この場合，カテゴリ設定は統合シス
テムの管理者によって決定されるため，ユー
ザはシステム側で一意に決められた数項目
のカテゴリの中から，どのカテゴリに閲覧し
たい記事が含まれるかを予想し，さらにカテ
ゴリ内の記事の一覧から再検索する必要が
ある．また，既存の統合システムでは，分類
し統合した情報を提供するためのインタフ
ェースは各システムに依存している．そのた
め，ユーザは収集された情報がどこにどのよ
うに分類されているかを把握するために，シ
ステムごとに提供しているインタフェース
を使い慣れる必要がある．
そこで，本研究では，記事の特性のみならず，
ユーザのもつ複数の利用特性を検討するこ
とで，ユーザの特徴に基づいた柔軟なカテゴ
リの生成と分類，およびユーザの使い易いイ
ンタフェースの提供を実現できる，個人の利
用特性に適応した仮想的なニュースのポー
タルサイトの構築を目指す．具体的な研究開
発目標としては次の項目を定める．
目標 1：ユーザの記事に対する印象というこ
れまでにない新たな利用特性の抽出
目標 2：ユーザの印象と興味に基づく動的な
カテゴリの生成と記事の分類および推薦
目標 3：ユーザが普段より閲覧しているニュ
ースサイトのトップページへの統合情報の
写像
目標 4：システムの検証による各利用特性の
評価と利活用への再検討

３．研究の方法
(1)ユーザの閲覧履歴を基に，ユーザの記事
に対する興味を抽出すると伴に，記事に対す
る印象ベクトルの抽出(目標 1)を行う．以下
に具体的な研究方法を述べる．
①興味語抽出の改善
研究代表者がこれまで行ってきた基礎研究

（実験および評価）により，ユーザが事前に
個人情報を記録することなく，記事に対する
ユーザの閲覧履歴を用いることで興味語（ユ
ーザが興味あると推測される単語）を抽出し，
ユーザプロファイルとして自動作成できる
ことは既に確認されている．しかしながら，
これまでの興味語の抽出では，閲覧回数の増

加に伴い興味語の数が増加してしまうとい
う問題点があった．その主な原因として，同
一記事に対して多数の興味語が抽出される
ことと，各興味語の関係性を考慮していなか
ったことなどが考えられる．そこで，初年度
は，記事ごとに抽出される複数の興味語の関
係性を明らかにし，階層構造化することで，
閲覧回数の増加に伴う興味語の増加を抑え
つつユーザの興味を包含できる興味語の抽
出を目指す．
②ユーザの印象ベクトル抽出
印象ベクトルの抽出は，記事の印象を学習

により自動作成した印象辞書を用いて複数
の印象尺度に対する評価値として算出し，各
印象尺度値を印象ベクトルとして生成する．
印象辞書は，市販の全文記事データベースを
用いて作成する．印象尺度は，Plutchik の提
案する 8 個の基本感情(joy, acceptance，
fear，surprise，sadness，disgust，anger，
anticipation)を基に分類する．また，生成
された記事ごとの印象ベクトルを利用して，
興味語に分類されている閲覧記事の印象ベ
クトルの揺らぎを標準偏差より調べること
で，ユーザの興味語に対する印象ベクトルを
算出する．さらに，興味語ごとの抽出された
印象ベクトルをユーザの利用特性として取
り扱う．以上のことより，ユーザの記事に対
する印象という概念のモデル化と，ユーザが
共感できる記事の選択機構の実現を目指す．

(2)初年度において，ユーザの利用特性のう
ちの興味と印象の抽出が終了するため，次に
ユーザの印象と興味に基づく動的なカテゴ
リの生成と記事の分類(目標 2)，およびユー
ザが普段より閲覧している既存のニュース
サイトのトップページへの統合情報の写像
(目標 3）を行う．以下に具体的な研究方法を
述べる．
①興味語と印象ベクトルに基づくカテゴリ
生成と記事の分類および推薦
収集した大量の記事の分類手法は，ユーザ

の利用特性である興味語と印象ベクトルを
用いることで実現する．まず，分類するため
のカテゴリは，興味語であるキーワードを用
いて動的に生成する．興味語はユーザの閲覧
履歴より生成されランキングされるため，閲
覧する度に変化する．そのため，同類の記事
をまとめて閲覧すると，類似する意味の興味
語が上位を占めるため，他の内容の記事を分
類するためのカテゴリ生成が困難となる．そ
こで，次年度では，各興味語に分類された記
事の統計を基に興味語間の類似性を検出す
ることで興味語を統合および分離し，ユーザ
の利用特性を柔軟に取り入れたカテゴリの
生成を目指す．
さらに，生成されたカテゴリへ分類された

記事の推薦は，ユーザの興味語に対する印象



ベクトルを用いる．初年度で既に興味語ごと
に分類された記事のうち，閲覧記事に対する
印象ベクトルの揺らぎを基にユーザの興味
語に対する印象ベクトルが抽出されている．
この興味語ごとの印象ベクトルと未読であ
る記事の印象ベクトルとのコサイン相関を
算出し，コサイン相関値の高い記事を類似性
が高い記事として上位へランキングして推
薦する．
②統合情報の写像
統合情報とは，生成されたカテゴリとカテ

ゴリごとに分類された記事集ならびに分類
された記事のランキングの情報である．これ
らの情報を既存の Webサイトのトップページ
の限られたエリア内に，効率よく統合して写
像する手法の検討ならびに開発を目指す．

(3)(2)までの研究成果より，個人適応型情報
融合システムの実装が終了するため，最終年
度は，システムを検証することで，各利用特
性の評価と利活用への再検討(目標 4）を行う．
以下に具体的な研究方法を述べる．
①利用特性の評価
実装した個人適応型の情報融合システムを

用いて，ユーザの各利用特性を評価する．評
価実験では，被験者に統合結果を提示し，閲
覧履歴とユーザプロファイルをモニタリン
グする．モニタリングの結果より，閲覧した
記事の内容の時間的な経過と，ユーザプロフ
ァイルの興味語ならびに印象ベクトルの変
化を比較し検証する．
②評価に基づく改善ならびに利活用
評価実験より得られた知見を基に，興味語

と印象ベクトルの抽出制精度の更なる改善
を目指す．本研究では，ニュースサイトに限
定したシステム設計を行っている．しかしな
がら，Web を対象としているため，他のテー
マでの利用が期待されることは必至である．
そこで，ニュースに留まらず，新たなテーマ
のコンテンツを対象とした個人適応型の情
報融合システムの適応を目指す．

４．研究成果
複数のニュースサイトから収集した大量の

記事をユーザの閲覧履歴に基づいて分類し，
そのユーザが使い慣れているニュースサイ
トのトップページに写像して提示するとい
う新しいタイプのニュースポータルサイト
システム(My Portal Viewer)を構築した(図
1)．構築したシステムでは，印象という今ま
でにない分類基準を導入し，ユーザの記事に
対する選好を印象と興味の両面からモデル
化することにより，記事を選択する際に記事
に出現する単語そのものだけでなく，その単
語の印象という新たな選択基準を用いるこ
とでユーザが共感（感情移入）しやすい記事
を優先的に選択し推薦できる．

(1)システムの概要
構築したシステムは以下の特徴を持つ．

①ユーザの閲覧履歴からキーワード（ユーザ
が興味のある語）を抽出し，その興味語の有
無に基づいて複数のニュースサイトから収
集した記事を分類
②ユーザが指定した好みのニュースサイト
（トップページ）のレイアウトをそのまま利
用
③印象という分類基準の導入より高精度な
ユーザ選好のモデル化

(2)ニュース記事に対するユーザ選好の学習
ユーザの閲覧履歴を基に興味語の抽出と印

象ベクトルの生成を行い，ユーザの記事に対
する選好を興味と印象の両面からモデル化
する手法を提案し実装した．興味語は，ユー
ザの閲覧した記事集合から出現頻度の高い
単語（主に名詞）を抽出した．抽出された興
味語は値の大きい順に，ユーザが指定したニ
ュースサイトの元々のカテゴリの先頭のキ
ーワードから順に置換される(図 2)．

(3)ニュース記事の印象ベクトルの生成
ユーザが閲覧した記事の印象を各カテゴリ
ごとに調べ，揺らぎの小さい印象に対しては
ユーザの選好ありと位置づけ，逆に揺らぎの
大きい印象に対しては選好なしと位置づけ

マイ・ポータル・ビューア（MPV)既存のニュースサイト

ユーザの嗜好に合わせて
提示される内容が異なる 内容が異なる

マイ・ポータル・ビューア（MPV)既存のニュースサイト

ユーザの嗜好に合わせて
提示される内容が異なる 内容が異なる

図 1：My Portal Viewer

別の既存のポータルページ MPVのポータルページ

（A)～（C)の3項目の内容が

ユーザの嗜好情報に基づき
統合された情報へ置換

（A) （B)

（C)

図 2：興味語の置換と記事分類



る．具体的には，記事の印象を 4つの印象尺
度（明るい⇔暗い，承認⇔拒否，緩和⇔緊張，
恐れ⇔怒り）として記述し，各記事から各尺
度値を要素とする印象ベクトルを生成する．
ユーザが閲覧した記事の印象ベクトルをカ
テゴリごとにまとめ，各要素ごとに平均値と
標準偏差を求める．この標準偏差が閾値以上
のとき，ユーザの選好なしとし，その要素を
don't care 項として扱う．逆に閾値未満のと
き，ユーザの選好ありとし，対応する平均値
をそのまま利用する．
この操作の結果生成される各平均値を要素

とする平均印象ベクトルとそのカテゴリの
興味語の組み合わせを，ユーザの記事に対す
る選好と定義し，ユーザプロファイルに記録
する．収集された記事は，このユーザプロフ
ァイルに基づいて各カテゴリに分類される．

(4)興味の推移分析

図 3に，記事を閲覧するたびに算出される任
意の興味語に対する 4尺度の標準偏差と平均
値の推移を示す．最初の閲覧では，「緩和⇔
緊張」と「明るい⇔暗い」の標準偏差が高い
が，閲覧回数が増加するに従って徐々に減少
している．つまり，この話題に関する記事を

閲覧するに従って，これら 2 つの尺度に偏り
が生じていることを示している．その際の平
均値は 0.4 付近を示しており，「緊張」と「暗
い」に偏っていることが分かる．このことよ
りユーザは「暗く，緊張感のある記事を好ん
で選び閲覧している」という分析ができる．

(5)得られた知見と今後の展望
新たな印象情報により，興味語（カテゴリ）

に分類された各記事に対する印象（記事内容
から人が感じる印象例えば，「明るい」，「暗
い」，「楽しい」，「悲しい」など）をベクトル
形式で記述し，ユーザが閲覧した記事（群）
の重心印象ベクトルと未読記事のベクトル
との距離を測ることにより，興味語において
ユーザの選好に合った記事推薦が可能にな
る．

さらに，ユーザの印象と記事の書き手の印
象をベクトル形式でモデル化することによ
って，ユーザの好みの印象に近い記事を推薦
するという方式だけでなく，異なる印象で書
かれた記事を推薦するということが可能と
なる．前者では，ユーザの選好に合わせて記
事を提示できるという利点がある一方で，似
たような印象の記事ばかりを閲覧する機会
が多くなり，その結果，ユーザはアンバラン
スな閲覧しかできず，視野（閲覧範囲）が狭
まってしまうという問題点がある．例えば，
任意のユーザの閲覧履歴から興味語として
「イラク」が抽出された場合，「イラク」と
いう単語を含む記事がカテゴリ「イラク」に
分類され，各記事のベクトルが算出される．
その際， ユーザの閲覧履歴が批判的な内容
の記事に偏っていた場合，推薦される記事も
批判的な記事に偏り，異なった印象情報を持
つ記事（肯定的な記事や明るい記事など）を
閲覧する機会そのものが奪われてしまう可
能性がある．そこで，後者の異なる印象情報
を上手く利用することで，バランスのとれた
記事推薦も可能にする 5)．ただし，興味語に
対するユーザの印象情報と異なる記事を推
薦するということは，そのユーザにとっては
マイナーな記事であり，本来の選好ではない
可能性が高いため，提示可能な範囲内の最下
位で表示することで，押付けとならない情報
推薦とする．

これまで述べてきたように，ニュースコン
テンツに対するユーザ嗜好の抽出と記事推
薦を行ってきた．また，この推薦技術を実空
間に適用可能な研究開発も行っている ．今
後，実空間と Web 空間ではユーザとコンテン
ツ間のさらに複雑なインタラクションが発
生することは容易に想像できる．印象情報と
いった多様な嗜好情報抽出技術のさらなる
向上だけでなく，インタフェースを含めたユ
ーザにとって強制的でない柔らかな情報推
薦技術についての研究開発も必要であると
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